
　
今
年
の
桜
は
例
年
に
な
く

四
月
上
旬
ま
で
花
を
楽
し

ま
せ
て
く
れ
た
。
お
陰
で
入

学
式
当
日
も
新
入
生
を
一
緒

に
迎
え
て
く
れ
た
。
近
年
で

は
誠
に
珍
し
い
。
五
十
周
年

記
念
に
当
た
り
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
さ
れ
た
真
新
し
い
制
服
に

身
を
包
ん
だ
新
入
生
の
姿
が

印
象
的
で
、
新
し
い
時
代
の

幕
開
け
を
感
じ
た
。

　
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
後
の

ま
だ
間
も
な
い
昭
和
四
十
二

年
、
国
力
が
右
肩
上
が
り
に

伸
長
し
つつ
あ
っ
た
時
代
を
背
景
に
、そ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
本
学

園
が
、二
十
一
世
紀
の
、社
会
が
大
き
く
変
貌
す
る
こ
の
時
代
に
半
世
紀

の
節
目
を
迎
え
た
。五
十
一
年
目
の
歴
史
を
刻
む
今
年
の
在
校
生
諸
君

に
は
、こ
れ
ま
で
の
間
、
約
三
万
人
の
卒
業
生
が
紡
い
で
く
れ
た
歴
史

を
素
に
、
新
た
な
時
代
を
築
き
始
め
る
世
代
と
し
て
殊
の
外
期
待
を

寄
せ
る
。
次
な
る
五
十
年
へ
の
道
標
と
な
る
重
要
な
年
と
な
ろ
う
。
故

に
、こ
れ
ま
で
の
歴
史
を
検
証
し
て
、更
な
る
学
園
成
長
の
為
に
一
人
ひ

と
り
の
目
標
に
向
か
う
努
力
を
求
め
た
い
。

　
歴
史
の
転
換
期
に
は
必
ず
志
を
も
っ
た
人
び
と
の
影
響
が
随
所
に
見

ら
れ
る
も
の
だ
が
、明
治
期
も
そ
の
ひ
と
つ
で
、当
時
の
啓
蒙
思
想
家
で

教
育
者
で
も
あ
っ
た
中
村
正
直
は
、サ
ミ
ュ
エ
ル・ス
マ
イ
ル
ズ
の
著
書
を

邦
訳
し『
西
国
立
志
編
』（
別
名
：
自
助
論
）を
著
し
た
。そ
の
冒
頭
は

「
天
は
自
ら
助
く
る
者
を
助
く
」と
訳
さ
れ
て
い
る
。
何
か
を
達
成
し

得
る
た
め
に
は
自
ら
の
意
思
と
実
行
力
無
く
し
て
は
果
た
し
得
な
い
と

い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
正
直
は
、
慶
応
の
福
澤
と
と
も
に
幕
末
か
ら
明

治
と
い
う
激
動
の
時
代
に
生
き
、い
ち
早
く
西
洋
の
学
問
を
学
び
、開
明

的
な
教
育
者
と
し
て
自
ら
の
力
と
知
恵
で
生
き
抜
い
て
い
く
こ
と
を
社

会
に
広
く
啓
蒙
し
た
の
で
あ
る
。そ
し
て
、個
々
人
の
自
立
と
自
由
を

説
き
、思
想
的
転
換
を
図
っ
た
の
で
あ
る
。

　
「
人
事
を
尽
く
し
て
天
命
を
待
つ
」と
い
う
格
言
が
あ
る
が
、こ
れ

を
、正
直
の
様
な
先
人
か
ら
学
ぶ
時
「
人
事
を
尽
く
す
こ
と
こ
そ
天
命

な
り
」と
捉
え
直
す
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。自
分
の
、ク
ラ
ス
の
、

学
年
の
、そ
し
て
学
園
全
体
の
生
活
の
充
実
感
と
学
び
の
質
を
よ
り
高

め
て
い
く
為
に
も
、師
弟
共
に
誇
れ
る
学
園
を
目
指
し
、互
い
に
何
事
に

も
一
生
懸
命
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
こ
そ
肝
要
で
あ
る
。生
徒
会
の
示

し
た
、【
C
O
L
O
R
】の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
、ひ
と
色
で
も
多
く
の
色
を

学
園
内
に
色
づ
か
せ
て
一
人
ひ
と
り
が
輝
く
学
舎
で
あ
り
た
い
。
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人

　4月8日（土）桜の花が美しく咲き誇る中、竣工したばかりの本校体育館にお
いて入学式が挙行されました。51年目を迎える本校の新たなスタートにふさわ
しく、一新された制服に身を包んだ新入生689名は、高校生活への意欲を胸に
式へと臨んでいました。
　10日からは、全校生徒2,326名が一堂に会した全校集会、第5回中村治四
郎杯に向けた応援練習、新入生を対象としたクラブ紹介など高校生活を有意
義なものとするべく様々な行事が執り行われました。

平成29年度スタート
第5回中村治四郎

杯
博多どんたく港まつ

り（吹奏楽部）

博多どんたく港まつ
り（和太鼓部）

入学式

九州産業高等学校

平成29年度進路実績
中学校の時に公開実力テストを九州産業高校で受け
たこともあり、交通の便もよく、親近感を持っていまし
た。入学後は、授業時間が多かった分、基礎的なこ
とからしっかりと時間をかけて取り組むことができま
した。また、先生たちがとても熱心で、親身になって
教えてくれるところも良かったです。授業を最優先
にし、授業の中で理解したり覚えたりしようという気
持ちで取り組みました。それでも分からないところは
先生に聞いてそのままにしないようにしました。
受験生になる人たちは、まず目標を持つことが大切で

す。どんな小さいことでもいいので目標を定め、本気で取り組むことで見えてくる
景色が変わると思います。頑張って下さい。

待鳥 一斗（大野東中） 野上 智可（春日中）
九州産業高校を選んだ理由は、奨学金をもらえる学校は
他にもあったのですが、特に面倒見がよいと聞いていたか
らです。実際、非常に雰囲気も良く、いろいろな生徒がい
るけど違いを認め合ったうえでの一体感があり、先生も
親しみやすい人ばかりで学校生活が楽しかったです。
私は、毎日放課後に学校に残って勉強していました。友
達の多くが同じように残り一生懸命勉強していたのも励み
になりました。また、先生方も夜遅くまで質問に対応してく
ださり、わからないところはすぐに解決できました。
九州産業高校は、打ち込めることの幅が広いと思いま

す。自分の能力を伸ばすにはもってこいの学校です。良い先生と友達に出会い、充実
した学校生活を送って下さい。

平成29年度 大学・大学校 入試合格実績：1,030名
〔 福岡県内 〕
■ 九州産業大学
■ 西南学院大学
■ 福岡大学

197名
111名
232名

■ 久留米大学
■ 福岡工業大学
■ 中村学園大学

■ 筑紫女学園大学
■ 福岡女学院大学
■ 聖マリア学院大学

■ 国際医療福祉大学
■ 福岡看護大学

53名
40名
14名

46名
18名
4名

7名
6名
など

■主な就職先（平成29年4月入社）

本校は「資格の九産」と言われるように各種多様な資格を取得させることが特徴であり、この資格を最大限に活かした就職支援を行います。また、朝補習や個別指導を
通しての就職指導、学校を挙げての企業訪問などにより、今年度も100社を超える企業から内定を頂いております。（求人数1,095名）

伊藤ハムウエスト（株）
（株）上組福岡支店
（株）キーレックス
九州製氷（株）
九州電力（株）
（株）九電工
（株）きんでん
（株）ケイ・エス・ケイ
（株）神戸製鋼所加古川製鉄所
佐川急便（株）

（株）三協デリカ
三和シヤッタ－工業（株）
JFEスチール（株）西日本製鉄所
JFEプラントエンジ（株）福山事業所
（株）ショージ
新日鐵住金（株）君津製鐵所
東明工業（株）
東陽建設工機（株）福岡工場
（株）東洋システム
（株）東洋新薬

（株）トーモク浜松工場
（株）トッパンコミュニケーションプロダクツ
トヨタ自動車（株）
トヨタ自動車九州（株）
トヨタ車体（株）
西鉄エム・テック（株）
（株）西鉄ストア
西鉄テクノサービス（株）
西日本鉄道（株）
西日本旅客鉄道（株）

（株）福岡ヤクルト工場
福島工業（株）
（株）ブリヂストン九州生産本部
文化シヤッターサービス（株）
日鉄住金物流八幡（株）
（株）ニッポー福岡工場
日本通運（株）
（株）ハンズマン
（株）ビッグモーターグループ
（株）福岡イエローハット

マツダ（株）
（株）明月堂
森松工業（株）
安川エンジニアリング（株）
（株）ヤマキフーズ
（株）ヤマサキ
山崎製パン（株）
ユアサ電池サービス（株）
菱電エレベータ施設（株）福岡支店
ロイヤル（株）　　　など（50音順）

※学校紹介による

西南学院大学 111名合格！！ 九州産業大学197名合格！！

福岡大学 232名合格！！
付属高校入試や

フレッシュマン・スカラシップ制度＊などの特典あり

〔 関東地区 〕
■ 明治大学
■ 青山学院大学
■ 立教大学

■ 法政大学
■ 中央大学
■ 東京理科大学

3名
5名
1名

2名
5名
1名
など

〔 関西地区 〕
■ 関西学院大学
■ 同志社大学
■ 関西大学

8名
3名
5名

■ 立命館大学
■ 近畿大学
■ 龍谷大学

11名
15名
2名
など

現
役

合
格
現
役

合
格

現
役

合
格
現
役

合
格

合格者数毎年UP！

毎年九州産業高校から多くの合格者が出ています！！

機械科の就職内定１１８名

九州大学 経済学部 経済・経営学科 合格 九州大学 農学部 生物資源環境学科 合格

＊授業料免除の制度です。

■ 九州大学

■ 熊本大学

■ 広島大学

■ 福岡教育大学

■ 大分大学

■ 長崎大学

■ 佐賀大学

■ 宮崎大学

■ 鹿児島大学

■ 山口大学

■ 北九州市立大学

■ 防衛大学校

■ 防衛医科大学校

12名

2名

1名

5名

5名

2名

14名

3名

1名

4名

9名

4名

2名

など

九州大学合格者
12名

待鳥 一斗（大野東中）
野上 智可（春日中）
深堀 侑奈（大野中）

花山 智美（春日野中）
松尾 涼平（筑紫野中）
スミス アレックス（筑紫野南中）

福海 道登（筑紫野南中）
髙山 健（長尾中）
梶 穂高（平野中）

中嶋 怜音（平野中）
宮津 翔多（二日市中）
八木 裕之（三国中）

123名合格！！
国公立大学（大学校含む）

（３年連続就職内定１００％達成。※ ）

【開催日時】9月16日（土）、9月30日（土）、10月14日（土）、
10月28日（土）、11月11日（土）〈各日10時より〉 〈各日19時より〉

【開催日時】10月24日（火）、11月15日（水）
平成29年度 生徒と保護者のためのオープンスクール 平日夜の学校説明会



１．父母の会委員会
　【開催日時】平成29年2月18日（土）　午前11時30分より11時55分まで
　【場　　所】九州産業高等学校　1階　多目的室B
　下記のとおり審議されました。

記
（１）平成28年度予算修正（決算見込案）について
　   事務局からの資料に基づき、内容説明後審議され提案どおり承認されました。 
（２）平成29年度予算（案）について
　   事務局からの資料に基づき、内容説明後審議され提案どおり承認されました。 
（３）その他
　   校長より現時点での進学・就職状況について次のとおり報告がありました。
　   ・進学（29年1月31日現在）合格者数　410名
　   ・就職（29年1月31日現在）就職内定者数　157名  
２．父母の会入会式
　【開催日時】平成29年4月8日（土）　午前10時40分より11時まで  
　【場　　所】九州産業高等学校　体育館
　平成２９年度入学式が新入生689名を迎え、多数のご来賓並びに、保護者のご臨席のもと　
　厳粛にとり行われ、式終了後父母の会入会式が下記のとおり行われました。  

記
（１）会長あいさつ・父母の会会則説明（桒野会長）
（２）校長あいさつ（組坂校長）   
なお、父母の会委員会につきましては、前年度3年生委員のご子弟卒業に伴い、本年度も新1年
生の保護者より選任させていただくことについて会長より新会員に協力要請がありました。

父母の会会務報告 平成29年2月から平成29年4月まで
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上段右から
●長  俊一郎 （英語）
　「英語が嫌いな生徒ゼロ」を目指します。よろしくお願いします。
●ルイス・ロドリゲス・ルーカス （英語）
　日本武道に興味がある、英語でいつでも話して来て下さい。 See you ！
●永田  和也 （英語）
　声の大きさと気合いで熱い授業を展開したいです。頑張ります。
●田中  勇企 （保健体育）
　物事をやり遂げるには我慢がいる。耐え難い痛みでも耐えねばならないときがある。

下段右から
●山本  大河 （英語）
　明るく元気にがんばります！毎日の出会いを大切に、一緒にがんばります！
●大賀  あゆみ （保健体育）
　新しい出会いに心弾ませています。一緒に心と身体を鍛えましょう。
●釜堀  光輔 （理科）
　九産の良き伝統を継承し、精いっぱい頑張りますので、よろしくお願いします。
●平中  芳樹 （理科）
　何事にも謙虚に、みなさんとともに学ぶ姿勢でがんばります。

　4月19日（水）福岡県営春日公園球場において第5回中村治四郎杯が開催されました。九州産業大学の付属
高校である九州産業・九州高校両校が野球の試合を通して交流する貴重な機会である本大会も今年で5回目
を迎え、両校の勢いそのままに白熱した戦いとなりました。本校の得点シーンでは「We are all KYUSAN」の
声を上げて仲間たちと喜びを分かち合う姿が見られ、全校生徒一致団結した応援を繰り広げました。

新 任 教 員 　 紹 介

　新入生の皆さん、ご入学おめでとうございま
す。これから三年間、勉強や部活動など高校生と
して忙しい毎日になると思います。しかしそれは、
これまでも、そして大人になっても経験できない
ような日々になるはずです。
　我々生徒会役員は、皆さんがより楽しく充実し
た学校生活を送ることができるよう全力でサ
ポートしていきます。ぜひ、勉強や部活動、それ以
外の新しいことにも積極的に挑戦し、将来誇れ
るような三年間にしてください。

　新入生の皆さん、ご入学おめでとうございま
す。そろそろ高校生活に慣れてきましたか。
　さて、高校という場所はあなた達が大人にな
る上で、とても大切なことを学ぶところです。まず
は誰とでも上手に付き合っていける能力を養っ
てください。そして勉強をしっかりしてください。
　学んだ多くの知識はやがて「生きる知恵」にな
ります。高校生活で経験することに、何一つ無駄
なものはありません。自分の将来を考え、実りあ
る高校生活を送ってください。

　私は３月２５日(土)から２６日(日)に、「西南English Camp 2017」に参加しました。
この研修の中心的な活動は、「日本は移民・難民を受け入れるべきか」というトピックに
対し賛成派と反対派に分かれ、両グループがそれぞれの主張を英語でプレゼンテー
ションするというものでした。この問題は非常に難解で複雑な内容でしたが、その事に
ついて熟考できる良い機会ともなりました。そして何より、これまで経験したことがない
英語によるディスカッションやプレゼンテーションを行うことは、貴重な学習体験でし
た。少しでも興味がある方は是非参加してほしいと思います。

　3月9日（木）～11日（土）、2年普通科スーパー特進・特進クラスの勉強合宿が行わ
れました。この合宿は、学習方法を確立し受験に対する心構えを持つことや、弱点の克
服などを目的として実施されました。合宿の2日目には、九州大学に合格した先輩3名（
スミス・アレックス・ジェームズ君・待鳥一斗君・野上智可さん）を迎え、受験勉強の仕
方や、学習に対するモチベーションの維持の仕方について講話していただきました。今
回の合宿で得たことを糧にして、これからさらに成長し、来年の春には良い結果が出せ
るよう、努力してくれることを期待します。

　放送部は今年3月に創部し、部員10名で春のNHK杯と高文祭放送コンテストの朗読
・アナウンス部門の出場に向けて、日々発声練習に取り組んでいます。また、ラジオドキュ
メント番組制作や毎月実施の全校朝礼の司会や、学校行事の運営にも放送部が取り組
んでいます。校内活動の活性化を担う大切な役割を果たしているクラブです。

　「言葉」にはさまざまな力があり
ます。使い方次第で笑顔を咲かせ
る事も、憎しみを育てる事も、無意
識のうちにできてしまいます。私た
ち人間は毎日とても多くの言葉を
使って生活しています。その一つ一
つの言葉が誰かの心を傷つけるも
のではなく、心の傷を癒すものにな
るために、僕の言葉が役立ってくれ
ることを願います。

　私たち新聞部が出場する全国大会は今年の7月に宮城県で行われます。部員全員が
初めて訪れる地で、全国から集まる高校生と肩を並べて取材することに不安な気持ち
もありますが、全国的にも紙面づくりがハイレベルな福岡県で出場権を得たことを誇り
に思い、取材・記事作成に励んでいきたいです。

生徒会
平島  梨恵子（粕屋中）

放送部部長　山本  夕貴（筑紫野南中） 新聞部部長　渡邉  拓杜（基山中）

　新しい体育館と共に新しい部室も完成し、私たちにとって新たなスタートとなるスプ
リングコンサートを無事終えることができました。当日は過去最多のお客様にご来場い
ただき、本当にありがとうございました。昨年までの厳しい環境の中での活動を経験し
たことで、より一層様々なことに感謝の気持ちを持てるようになりました。この気持ちを
忘れずに、今後も部員一同頑張ってまいります。

吹奏楽部部長　入口  恭子（香椎第3中）

第一学年　学年主任
籾井  浩平

新入生の
みなさんへ

唯一無二の
三年間

M e s s a g e NEW
FACE

九 産 生 活 躍 中
西南
English 
Camp　

スプリングコンサート
吹奏楽部

2年普通科スーパー特進・
特進クラス勉強合宿

新聞部
全国大会へ

放送部発足

3年　川波  玲香（三輪中）

平成28年度
第20回人権意識
高揚のための標語

第5回 中村治四郎杯（九州高校との交流戦）

2年　赤星  敬太（春日西中）

「スマホ越し  見えない涙  消える笑み」

入賞


